
真
心
十
二
月

学
校
だ
よ
り

令
和
二
年
十
二
月
一
日
発
行

三
島
市
立
南
中
学
校

校
長

野
口
厚

昭
和
二
十
二
年
開
校

旧
三
島
市
立
第
一
中
学
校

校
訓
：「
自
治
・協
同
・敬
愛
」

あ
い
さ
つ

す
じ
雲
が
頻
繁
に
見
え
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
南
中
生
は
冬
空
の
下
、
元
気
に
学
校

生
活
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

十
一
月
号
で
は
、
「
五
育
」
を
推
進
す
る

「
誰
も
が
わ
か
る
授
業
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

十
二
月
号
で
は
、
本
年
度
の
学
校
運
営
目

標
の
中
の
「
理
解
を
し
合
う
地
域
連
携
の
推

進
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
関
わ
る
こ
と
が
制
限
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
慣
習
的
に
行
っ
て
い
た
集
ま

り
が
こ
と
ご
と
く
否
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
一

方
で
再
確
認
す
る
機
会
に
も
な
り
、
精
選

さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
学
校
は
地
域
の
支
え
の

上
に
存
在
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
決
し
て
関

わ
り
を
欠
い
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

今
後
も
一
層
、
強
化
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

そ
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
今
後
は
生
徒

が
地
域
の
活
動
に
主
体
的
に
参
加
す
る
こ

と
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

南
中
生
は
学
校
で
実
に
よ
く
学
ん
で
い
ま

す
。
よ
っ
て
、
知
識
も
技
能
も
十
分
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
場
が
、
地

域
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
が
叶
え
ば
、
地
域
の
方
々
に
は
、
南

中
生
の
姿
か
ら
学
校
の
方
針
を
理
解
し
て

も
ら
え
、
自
然
と
地
域
連
携
が
確
立
し
て
い

く
も
の
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
も
う
一
歩
進
ん
で
、
参
加
す
る
だ

け
で
な
く
、
手
伝
う
ま
で
に
進
め
ば
、
そ
れ

は
五
育
の
中
の
真
心
の
実
践
で
あ
り
、
生
徒

は
地
域
で
褒
め
ら
れ
て
自
己
有
用
感
が
増

し
、
本
当
の
地
域
連
携
に
な
り
得
る
と
考
え

ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
運
営
委
員
会
が
開
か
れ
る

十
一
月
四
日
、
田
島
会
長
の
も
と
で
Ｐ

Ｔ
Ａ
運
営
委
員
会
が
開
か
れ
、
来
年
度
に

向
け
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
改
革
と
し
て
次
の
二
点
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

①
学
級
役
員
に
つ
い
て
、
一
年
部
と
二
年

部
を
廃
止
し
て
三
年
部
だ
け
に
し
て
い
く
。

②
Ｐ
Ｔ
Ａ
特
別
会
計
を
新
規
に
開
設
し
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
リ
サ
イ
ク
ル
の
収
益
金
を
入
れ
、

部
活
動
が
全
国
大
会
等
に
出
場
す
る
際

の
費
用
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
援
助
し
て
い
く
。

ま
た
、
十
一
月
二
十
六

日
に
計
画
し
て
い
た

Ｐ
Ｔ
Ａ
制
服
リ
サ
イ
ク

ル
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

中
止
に
な
り
ま
し
た
。

薬
学
講
座
を
開
く

十
一
月
十
三
日
、
一
年
生
を
対
象
に
薬

学
講
座
を
開
き
ま
し
た
。
講
師
は
ポ
プ
ラ

薬
局
の
薬
剤
師
の
高
田
様
で
、
薬
の
使
い

方
、
飲
酒
や
喫
煙
の
害
な
ど
に
つ
い
て
講

話
さ
れ
ま
し
た
。
一
年

生
は
こ
れ
か
ら
大
人
に

な
る
た
め
の
体
を
作
っ

て
い
く
の
で
、
役
立
つ
内

容
で
し
た
。

予
告
無
し
避
難
訓
練
を
実
施
す
る

十
一
月
十
八
日
、
昼
休
み
、
予
告
無
し

の
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
突
然
の

一
斉
放
送
で
地
震
が
起

き
た
こ
と
を
知
ら
せ
た

と
こ
ろ
、
教
室
で
は
机
に

も
ぐ
り
、
廊
下
で
は
ガ
ラ

ス
か
ら
離
れ
、
運
動
場
で

は
真
ん
中
に
集
ま
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

税
に
関
す
る
作
文

全
国
優
秀
賞

佐
藤
心
音

佳
作

新
井
裕
人

み
し
ま
ジ
ュ
ニ
ア
ア
カ
デ
ミ
ー

合
格

藤
尾
陽
瀬

三
島
南
中
が
教
育
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る

三
島
南
中
の
理
科
教
育
が
日
本
教
育
科

学
研
究
所
が
発
行
す
る
全
国
版
の
「教
育

研
究
情
報
」に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

三
島
南
中
に
市
内
理
科
教
員
が
集
ま
る

三
島
南
中
の
理
科
室
に
市
内
小
中
学
校

の
理
科
教
員
が
集
ま
り
、
三
島
市
理
科
教

育
推
進
チ
ー
ム
が
開
発
し
た
「唾
液
の
消

化
実
験
」を
行
い
ま
し
た
。

十
二
月
の
主
な
行
事

1
日

県
下
一
斉
学
力
調
査

三
年
生

5
日

な
か
よ
し
発
表
会

中
止

特
支
学
級

15
日

市
内
一
斉
あ
い
さ
つ
運
動

15
日

P
TA

地
区
役
員
選
考
（南
小
地
区
）

16
日

P
TA

地
区
役
員
選
考
（東
小
・西
小
区
）

17
日

学
校
保
健
委
員
会

18
～
23
日

三
年
生
面
談

25
日

授
業
最
終
日

26
日

冬
季
休
業
開
始

一
月
の
主
な
行
事

６
日

学
校
再
開

13
日

一
年
・二
年

県
下
一
斉
学
力
調
査

21
日

民
生
児
童
委
員
連
絡
協
議
会

22
日

一
年
・二
年

参
観
日

検
討
中

25
日

芸
術
鑑
賞

二
年
生

29
日

入
学
説
明
会

小
学
六
年
・保
護
者

当
校
の
教
育
に
つ
い
て
相
談
が
あ
る
方

は
、
遠
慮
な
く
教
頭
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ

い
。
電
話
番
号

９
７
５

０
９
８
０

ス
マ
ホ
で

ブ
ロ
グ
を

閲
覧
し
よ
う

地
域
学
校
協
働
本
部
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

が
始
ま
る

十
一
月
二
十
四
日
、
地
域
学
校
協
働
本

部
（眞
田
会
長
）に
よ
る
読
み
聞
か
せ
が
始

ま
り
ま
し
た
。
南
中
で
は
朝
読
書
の
時
間

を
週
三
回
設
定
し
て
あ
り
ま
す
が
、
地
域

の
方
々
が
中
学
生
に
読
み
聞
か
せ
を
し
て

く
だ
さ
る
こ
と
は
新
鮮
で
、
印
象
に
残
る

教
育
活
動
に
な
り
ま
す
。

第
三
回
学
校
運
営
審
議
会
を
開
催
す
る

十
一
月
二
十
六
日
、
保
護
者
と
地
域
の

代
表
者
十
人
を
集
め
て
学
校
運
営
審
議

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
協
議
内
容
は
次
の

二
点
で
し
た
。

①
卒
業
証
書
授
与
式
に
つ
い
て
、
感
染
予

防
対
策
が
緩
和
さ
れ
な
け
れ
ば
、
保
護
者

を
一
人
ま
で
に
人
数
制
限
す
る
か
、
あ
る

い
は
、
二
年
生
を
入
れ
な
い
で
行
う
か
と

い
う
選
択
で
す
。
学
校
と
し
て
、
卒
業
生

を
祝
福
し
て
送
る
こ
と
が
目
的
な
の
で
、

二
年
生
を
入
れ
ず
に
、
卒
業
生
と
そ
の
保

護
者
で
挙
行
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
と
こ

ろ
、
審
議
会
で
生
徒
の
意
見
を
聞
く
こ
と
、

二
年
生
の
合
唱
の
録
音
を
流
す
こ
と
な
ど

の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

②
準
要
保
護
家
庭
に
つ
い
て
、
こ
の
申
請

は
学
校
が
そ
の
家
庭
の
経
済
状
況
を
心
配

し
て
民
生
児
童
委
員
に
連
絡
し
、
民
生
児

童
委
員
が
家
庭
を
訪
問
し
て
状
況
を
調
査

す
る
こ
と
で
承
認
作
業
が
進
み
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
学
校
が
地
域
で
の
状
況
を

十
分
に
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
学
校
と
し
て
、
民
生
児
童

委
員
連
絡
協
議
会
を
発
足
す
る
こ
と
を

提
案
し
た
と
こ
ろ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
民
生
児
童

委
員
の
情
報
収
集
が
困
難
と
い
う
こ
と
で

承
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た


